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は
じ
め
に

幼
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
旧
今
市
市
で

の
痛
ま
し
い
事
件
は
、
市
内
の
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
異

常
な
緊
張
状
態
の
中
、
子
ど
も
を
一
人
に

し
な
い
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
、
と
い

う
強
い
思
い
か
ら
次
々
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
が
組
織
さ
れ
、
見
守
り
活
動
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
６
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
５
市
町
村
の
合
併
を
経
て
誕

生
し
た
新
し
い
日
光
市
で
も
、
市
内
全
域

で
、
子
ど
も
の
見
守
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
、
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
事
件
が
未
解
決
で
あ
る
こ
と
、

活
動
が
長
期
化
し
負
担
感
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
、
活
動
の
人
手
不
足
や
後
継

者
不
足
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
、
各

地
区
の
活
動
に
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
が
狙
わ
れ
た
り
、

巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
事
件
・
事
故
は
後

を
絶
た
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り
組
み

や
、
見
守
り
活
動
に
取
り
組
む
団
体
な
ど

を
紹
介
し
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て
あ

ら
た
め
て
考
え
ま
す
。
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子
ど
子
ど
もも
のの
安
全
安
全
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ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
７
月

に

団
体
、

名
の
参
加
を
得
て
、
市
内

４８

８２

自
主
防
犯
団
体
の
意
見
交
換
会
を
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。

青
色
回
転
灯
と
パ
ト
ロ
ー
ル

青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
を
配

備
す
る
と
と
も
に
、
運
転
に
必
要
な
「
パ

ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
」
を
取
得
す
る
た
め

の
職
員
研
修
を
定
期
的
に
開
催
。
平
成
２３

年
度
は

名
が
実
施
者
証
を
取
得
し
、
随

５７

時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
設
置

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
全
て
の
小
学

校
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
な
ど
を
中
心
と

し
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
設
置
を
依
頼
。

さ
ら
に
全
て
の
中
学
校
区
ご
と
に
、
市
が

委
嘱
し
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
は
、
担
当
区
域
に
あ
る
小
学
校

の
、
校
舎
内
外
や
通
学
路
な
ど
を
定
期
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
気
付
い
た
点
な
ど
を

事
件
後
の
主
な
防
犯
対
策

旧
今
市
市
で
は
、
事
件
を
受
け
て
子
ど

も
の
安
全
確
保
の
た
め
、
緊
急
に

項
目

２１

の
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

合
併
後
の
日
光
市
で
も
、
子
ど
も
の
安

全
対
策
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
市
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

防
犯
灯
設
置
を
推
進

夕
方
や
夜
間
の
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
、

防
犯
灯
の
設
置
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
事
件
前
の
７
、５
１
６
灯
か
ら
平

成

年
度
末
の
９
、３
９
４
灯
へ
、
５
年

２２
間
で
１
、８
７
８
灯
増
加
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
は
、
料

金
の
２
分
の
１
を
補
助
金
と
し
て
自
治
会

に
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
自
治
会
の
負

担
軽
減
と
防
犯
灯
設
置
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
、
平
成

年
度
か
ら
は
補
助
率
を

２０

３
分
の
２
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

自
主
防
犯
団
体
の
育
成

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
支
援

と
し
て
、
活
動
保
険
料
を
全
額
負
担
し
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
用
ベ
ス
ト
や
腕

章
、
自
動
車
掲
示
用
の
安
全
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
と
い
っ
た
活

動
物
品
の
配
布
も
行
い
、
自
主
防
犯
団
体

の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

学
校
に
伝
え
て
い
ま
す
。

各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
状

況
を
把
握
し
て
、
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
先
生
た
ち
が
、
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、

「
子
ど
も

番
の
家
」
設
置
数
増
加
の
た

１１０

め
に
、
登
録
・
看
板
設
置
を
依
頼
し
た
り

し
て
き
ま
し
た
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

両
親
が
共
働
き
の
子
ど
も
の
た
め
の
、

放
課
後
の
居
場
所
と
し
て
、
市
内

校
の

２６

小
学
校
の
う
ち
、

校
に

（
事
件
前
は

１９

４１

）の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て

２０い
ま
す
。
５
月
１
日
現
在
、
市
内
の
小
学

生
の

・
２
％
に
当
た
る
１
、４
８
２
名
の

３４

子
ど
も
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
設
置
に
関
す
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
受
け
入
れ
は
１
～
３
年
生
が

基
本
と
さ
れ
ま
す
が
、
４
年
生
以
上
の
受

け
入
れ
を
制
限
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

市
で
は
、
保
護
者
の
就
労
支
援
と
子
ど
も

の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
６
年
生
ま
で

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
件平

成

年

月
１
日
、
大
沢
小
学

１７

１２

校
の
児
童
が
下
校
途
中
に
行
方
不
明

と
な
り
、
翌
日
、
茨
城
県
内
の
山
林

で
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。
警
察
は
こ

の
６
年
間
、
懸
命
な
捜
査
を
続
け
て

き
た
が
、
事
件
解
決
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
現
在
も

名
体
制
で
捜
査
を

２００

続
け
て
い
る
。

な
お
８
月
か
ら
、
犯
人
に
結
び
つ

く
有
力
な
情
報
提
供
へ
の
懸
賞
金
が
、

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

５００

「子ども１１０番の家」看板

防犯パトロール用ベストなど
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駅
前
交
番
連
絡
協
議
会

駅
前
交
番
連
絡
協
議
会（
以
下
、
協
議

会
）
は
、
日
光
警
察
署
駅
前
交
番
管
内
１０

自
治
会（
稲
荷
町
三
丁
目
、
松
原
町
、
相

生
町
、
若
杉
町
、
東
和
町
、
宝
殿
、
所
野
、

霧
降
、
霧
降
東
、
小
倉
山
）の
各
自
治
会

長
と
防
犯
連
絡
員
、
計

名
で
組
織
し
て

２０

い
ま
す
。
毎
月
１
回
、
第
１
水
曜
日
の
、

集
団
下
校
時
の
付
き
添
い
・
見
守
り
と
、

隔
月

日（
年
金
受
給
日
）の
Ａ
Ｔ
Ｍ
前
で

１５

の
振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
呼
び
掛
け
が
主

な
活
動
で
す
。
市
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
用
ベ

ス
ト
の
支
給
を
、
駅
前
交
番
か
ら
は
防
犯

キ
ャ
ッ
プ
と
腕
章
の
貸
与
を
受
け
て
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

重
複
す
る
団
体
と
個
別
の
活
動

駅
前
交
番
の
管
内
に
は
、
防
犯
に
関
す

る
複
数
の
団
体
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
協
議
会
で
、
平
成
９
年
３
月
に
、

管
内

自
治
会
の
防
犯
連
絡
員
な
ど

名

１０

１３

で
組
織
。
総
会
や
定
期
的
な
会
議
、
不
定

期
で
の
交
通
安
全
や
防
犯
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
平
成

年

月
に
、
相
生
町
、
東
和
町
、
若
杉

１７

１０

町
の
３
自
治
会

名
で
組
織
し
た
日
光
駅

３０

前
地
域
防
犯
連
絡
協
議
会
。
地
域
の
防
犯

を
意
識
し
て
結
成
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
直

後
に
大
沢
小
学
校
の
事
件
が
発
生
。
当
時
、

３
自
治
会
の
地
域
に
は
、
日
光
小
学
校
全

校
児
童
の
約
２
割
の
子
ど
も
が
住
ん
で
い

瀬
尾
自
治
会

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

瀬
尾
自
治
会
で
は
、
公
民
館
活
動
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
事
件
以
前
に
組
織
し
て

い
た
「
瀬
尾
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
中
心
メ
ン
バ
ー
に
置
き
、
平
成

年
６

１８

月
か
ら
見
守
り
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織

し
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
隊
員
は
主

に

～

歳
代
の

名
程
度
。
パ
ト
ロ
ー

６０

７０

３０

ル
用
ベ
ス
ト
と
腕
章
は
市
か
ら
支
給
を
受

け
、
冬
用
ジ
ャ
ン
パ
ー
は
自
治
会
で
用
意

し
て
い
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
つ
い
て
、
瀬
尾
自
治

会
の
須
永
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

―
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
は
？

週
４
回
、
通
学
路
上
の
交
差
点
３
カ
所

で
の
登
校
時
の
見
守
り
と
、
防
犯
灯
の
点

検
を
兼
ね
た
、
車
で
の
夜
間
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
春
休
み
中
の
丸
山
公
園
の
見
回

り
で
す
。
ま
た
、
１
学
期
・
２
学
期
の
前

に
会
議
を
開
催
し
て
活
動
を
確
認
し
、
市

や
県
が
主
催
す
る
防
犯
に
関
す
る
研
修
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

地
区
内
に
は
、
自
主
的
な
見
守
り
・
付

き
添
い
活
動
を
毎
日
行
っ
て
い
る
高
齢
者

が
い
て
、
感
謝
と
同
時
に
「
自
分
た
ち
も

頑
張
ら
な
け
れ
ば
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
は
？

隊
員
の
顔
合
わ
せ
と
親
交
を
深
め
る
目

的
で
、
年
に
何
度
か
懇
親
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
義
務
感
だ
け
で
は
続
か
な
い
し
、

息
抜
き
は
必
要
で
す
か
ら
ね
。

―
瀬
尾
は
犯
罪
が
少
な
い
そ
う
で
す
ね
？

瀬
尾
地
区
は
以
前
か
ら
公
民
館
活
動
が

活
発
で
、
公
民
館
役
員
に
若
い
人
が
多
い

こ
と
も
特
徴
で
す
。
地
域
が
活
性
化
し
て

良
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
、
防
犯
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
活
動
が
続
く
理
由
は
？

顔
見
知
り
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
、
隊
員
に
と
っ
て
、

何
よ
り
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
に
、
自

主
的
に
防
犯
活
動
に
取
り
組
む
団
体
。

自
治
会
単
位
で
組
織
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
３
月
末
時
点
で
市
内
に
は
、

団
体
、
３
、１
８
７
名
の
登
録
が

９４あ
る
。

自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治自治会会会会会会会会会会会が動動動動動動動動動動動く

須永右成さん
す ながゆうせい

瀬尾自治会 会長

２０１１年１２月号５

た
そ
う
で
す
。
協
議
会
の
会
長
で
、
若
杉

町
自
治
会
長
で
も
あ
る
大
橋
さ
ん
は
、

「
事
件
を
受
け
て
、
特
に
登
下
校
時
の
見

守
り
や
地
域
の
見
回
り
を
盛
ん
に
、
そ
し

て
真
剣
に
行
い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。
後
に
宝
殿
自
治
会
も
加
わ
り
、

４
自
治
会
で
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

協
議
会
の
活
性
化
と
活
動
の
集
約

一
方
、
平
成

年
３
月
に
着
任
し
た
駅

２１

前
交
番
所
長
か
ら
、
協
議
会
を
機
能
さ
せ

よ
う
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
警
察
が
得
た
防
犯
に
関
す
る
情

報
は
、
自
治
会
で
も
共
有
し
た
方
が
良
い

と
の
こ
と
で
、
会
員
に
自
治
会
長
も
加
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
間

活
動
計
画
を
作
成
し
、
総
会
も
開
催
し
た

協
議
会
は
、
本
格
的
な
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。

そ
の
後
三
つ
目
の
組
織
と
し
て
、
平
成

年
２
月
、
管
内

自
治
会
の
会
長
で
組

２２

１０

織
す
る
市
防
犯
協
会
駅
前
支
部
を
設
立
す

る
必
要
が
生
じ
た
際
に
、「
３
団
体
は
、

会
員
や
活
動
の
目
的
が
重
な
る
こ
と
か
ら
、

協
議
会
の
活
動
に
集
約
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
大
橋
さ
ん
。

こ
う
し
て
現
在
、
駅
前
交
番
と

自
治

１０

会
が
連
携
し
て
、
地
域
防
犯
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
防
止
と
見
守
り

平
成

年
６
月
か
ら
年
金
受
給
日
に
、

２１

管
内
２
カ
所
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
前
で
、
会
員
と
警

察
官
が
協
力
し
て
振
り
込
め
詐
欺
防
止
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

平
成

年
６
月
か
ら
は
、
毎
月
第
１
金

２２

曜
日
に
下
校
時
の
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

も
始
め
ま
し
た
。
平
成

年
度
は
見
守
り

２３

活
動
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
集
団
下
校

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
管
内
に
は
小
学

校
が
２
校
あ
り
、
各
校
の
実
情
に
合
わ
せ

て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

焔
日
光
小
学
校
は
、
駅
前
交
番
の
警
察
官

と
合
同
で
、
小
学
校
近
く
か
ら
の
下
校

班
へ
の
付
き
添
い
と
、
各
自
治
会
有
志

に
よ
る
交
差
点
で
の
見
守
り
。

焔
所
野
小
学
校
は
、
小
学
校
近
く
の
交
差

点
や
バ
ス
停
で
の
見
守
り
。

大
橋
さ
ん
は
「
こ
の
地
域
は
、
不
特
定

多
数
の
人
が
行
き
交
う
観
光
地
と
い
う
特

殊
性
が
あ
る
も
の
の
、
子
ど
も
の
自
宅
近

く
ま
で
の
付
き
添
い
が
で
き
る
な
ど
、
見

大橋明義さん
おおはしあけよし

駅前交番連絡協議会 会長

守
り
活
動
は
問
題
な
く
で
き
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

今
後
に
つ
い
て
、「
防
犯
は
点
で
は
な

く
面
で
考
え
広
げ
て
い
く
べ
き
な
の
で
、

ま
ず
は
現
在
の
活
動
を
継
続
さ
せ
た
い
で

す
。
さ
ら
に
、
保
護
者
な
ど
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
見
守
り
の
回
数
を
増
や
す
こ

と
や
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
行
う
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
大
橋
さ
ん
。
協

議
会
の
取
り
組
み
が
、
市
全
体
に
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
防
犯
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
全
自
治
会
そ
ろ
い
の
パ
ト
ロ
ー
ル
用

ベ
ス
ト
な
ど
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
ま
す
。

「
市
内
各
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
が
同
じ

も
の
を
着
用
す
れ
ば
、
市
が
防
犯
に
力
を

入
れ
て
い
る
ア
ピ
ー
ル
に
な
り
、
ま
た
犯

罪
の
抑
止
力
に
も
な
る
は
ず
で
す
」。

交
番
連
絡
協
議
会

地
域
住
民
の
身
近
な
犯
罪
や
事
故
、

災
害
な
ど
の
防
止
を
主
な
目
的
と
し

て
、
日
光
・
今
市
警
察
署
管
内
の
各

交
番
・
駐
在
所
単
位
に
組
織
さ
れ
て

い
る
。

自自自自自自自自自自治治治治治治治治治治自治会会会会会会会会会会会が動動動動動動動動動動動く

特
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今
市
第
三
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

１
・
２
年
生
の
低
学
年
下
校
日
。
下
校

時
刻
に
な
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
住
む
地

域
ご
と
の
集
合
場
所
へ
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
日
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
諏
訪
さ
ん
の
他
に
、
本
部
役
員

４
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
予
定
で
は
東
町

方
面
の
下
校
班
に
付
き
添
う
は
ず
で
し
た

が
、
教
頭
先
生
か
ら
の
依
頼
で
、
急
き
ょ

別
の
方
面
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
諏
訪

さ
ん
に
よ
る
と
、「
行
き
先
は
臨
機
応
変

に
対
応
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

蒲

蒲

蒲

今
市
第
三
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
部
役
員
８
名
と
各
専
門
部
役

員
８
名
の
合
計

名
で
組
織
し
、
４
班
に

１６

分
か
れ
て
月
１
回
ず
つ
、
下
校
時
の
付
き

添
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
頭
先
生
が
作

成
す
る
予
定
表
を
基
に
各
班
で
調
整
し
、

必
ず
二
人
以
上
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

蒲

蒲

蒲

先
生
が
地
域
ご
と
に
子
ど
も
の
人
数
を

確
認
し
、「
さ
よ
う
な
ら
」
の
あ
い
さ
つ

を
す
る
と
、
付
き
添
う
予
定
の
子
ど
も
の

人
数
が
み
る
み
る
減
っ
て
い
き
ま
す
。
保

護
者
が
学
校
ま
で
迎
え
に
来
る
子
や
児
童

ク
ラ
ブ
に
行
く
子
な
ど
が
多
く
、「
い
つ

も
こ
ん
な
感
じ
で
す
よ
」
と
諏
訪
さ
ん
。

歩
き
出
す
８
名
の
子
ど
も
の
列
に
続
い
て
、

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

先
に
行
く
子
や
立
ち
止
ま
る
子
な
ど
、

諏訪富一さん
す わ とみかず

今市第三小学校ＰＴＡ 会長

思
い
思
い
に
歩
く
子
ど
も
た
ち
。
し
か
し
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
は
、
危
険
が

な
け
れ
ば
特
に
注
意
し
た
り
せ
ず
、
一
緒

に
話
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

自
宅
が
近
づ
き
列
か
ら
離
れ
る
子
や
、

保
護
者
が
迎
え
に
来
る
子
な
ど
、
次
々
に

人
数
が
減
り
ま
す
。
そ
し
て
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
の
子

の
保
護
者
と
出
会
い
、
活
動
は
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

活
動
後
、「
班
員
の
日
程
調
整
が
大
変

な
程
度
で
、
他
に
大
変
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
と
一
緒
に
歩
く
こ
と

も
楽
し
い
で
す
」
と
話
す
諏
訪
さ
ん
。

「
で
も
、
付
き
添
う
こ
と
自
体
が
異
常
な

状
況
な
の
で
、
子
ど
も
だ
け
で
下
校
で
き

る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
」。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

活
動
を
希
望
す
る
小
学
校
に
登
録

し
、
そ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
活
動
に
取
り
組
む
。

月
１
日
現
在
、
各
小
学
校
の
Ｐ

１１
Ｔ
Ａ
な
ど
を
中
心
に
、
１
、５
２
７

名
の
登
録
が
あ
る
。

２０１１年１２月号７

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
下
校
班
が
少
人

数
に
な
り
、
最
終
的
に
は
集
団
下
校
す

る
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
。
下
校
時
刻
、

学
校
周
辺
に
子
ど
も
の
姿
が
な
い
の
は

不
思
議
な
光
景
。

焔
南
原
小
学
校
は
集
団
下
校
す
る
子
ど
も

が
多
い
。
自
治
会
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
見
守
り
活
動
が
、

あ
る
程
度
で
き
て
い
る
。

焔
猪
倉
小
学
校
は
、
集
団
下
校
す
る
子
ど

も
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
見
守
り
活
動
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

過
ご
す
子
も
多
い
。

見
守
り
の
意
味

見
守
り
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、「
あ

い
さ
つ
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
な
い
」「
子
ど

も
の
列
が
乱
れ
て
い
る
」「
ふ
ざ
け
な
が

ら
歩
い
て
い
る
」
な
ど
と
感
じ
て
し
ま
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
が

一
人
で
歩
い
て
い
る
様
子
を
見
か
け
る
と
、

す
ぐ
に
「
危
な
く
な
い
か
」
と
考
え
る
自

分
に
気
付
き
ま
し
た
。
見
守
り
の
は
ず
が
、

見
張
り
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
自
分
自

身
に
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
、

誰
の
た
め
、
何
の
た
め
の
見
守
り
な
の
か

と
、
見
守
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
見
守
り
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
の
集
団
生
活
に
影
響
を
与
え
、

子
ど
も
の
成
長
を
妨
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

大
沢
中
学
校
区

児
童
生
徒
健
全
育
成
協
議
会

大
沢
中
学
校
区
児
童
生
徒
健
全
育
成
協

議
会（
以
下
、
協
議
会
）は
平
成

年
６
月

１９

に
、
大
沢
中
学
校
区
に
あ
る
３
つ
の
小
学

校（
大
沢
小
、
南
原
小
、
猪
倉
小
）の
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
そ
の
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

さ
ら
に
は
学
校
や
自
治
会
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
な
ど
の
関
係
者
で
組
織
し
ま
し
た
。

各
自
治
会
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
に
取
り

組
む
他
、
協
議
会
と
し
て
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
を
目
的
に
、
地
域
防
犯
を
主
と
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
知
識
や
技
術
の
向
上
を

目
指
し
て
、
年
２
回
、
６
月
と

月
に
、

１２

活
動
に
役
立
つ
内
容
で
研
修
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
件
を
風
化
さ
せ

な
い
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

見
守
り
活
動
の
現
状

現
在
の
見
守
り
活
動
は
、
３
校
そ
れ
ぞ

れ
で
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

焔
大
沢
小
学
校
は
事
件
後
、
子
ど
も
を
一

人
で
登
下
校
さ
せ
な
い
こ
と
を
徹
底
し

た
。
大
沢
ひ
ま
わ
り
隊
を
組
織
し
、
危

険
箇
所
で
の
見
守
り
や
完
全
付
き
添
い
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
試
験
運
行

な
ど
を
経
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

希
望
者
を
全
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ

り
ま
す
。
事
件
直
後
の
異
常
な
状
態
は
、

い
わ
ば
「
振
り
子
が
振
り
切
れ
た
」
よ
う

な
も
の
。
そ
の
振
り
子
を
、
あ
る
程
度
の

と
こ
ろ
ま
で
戻
す
時
期
が
来
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

事
件
以
前
の
状
態
に
戻
れ
る
訳
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
も
、
子
ど
も
の
成
長
を
妨
げ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。
協
議
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
答
え
と

し
て
、
３
つ
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

新
た
な
見
守
り
へ
の
取
り
組
み

①
青
パ
ト
に
よ
る
大
沢
地
区
全
域
の
見
守

り
活
動

１
歩
下
が
っ
た
立
場
で
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
確
保
で
き
る
見
守
り
活
動
と
し

て
、
青
色
回
転
灯
装
備
車
両
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル（
青
パ
ト
）を
考
え
、
協
議
会
関
係

大門金一郎さん
だいもんきんいちろう

大沢中学校区
児童生徒健全育成協議会 会長
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者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
Ｏ
Ｂ
な
ど

人
で
構
成

１０

す
る
青
パ
ト
隊
を
組
織
し
ま
し
た
。

２
人
１
組
で
な
け
れ
ば
走
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
夕
方
の
時
間
に
人
を

集
め
る
の
は
大
変
で
す
が
、
犯
罪
の
抑
止

力
と
し
て
、
そ
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

②「
顔
の
見
え
る
地
域
」
の
仕
組
み
づ
く
り

「
何
か
協
力
し
た
い
」
と
思
う
子
ど
も

の
親
世
代
と
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動

に
取
り
組
む
世
代
と
の
、
顔
合
わ
せ
の
場

を
設
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
中
央
公
民
館
な
ど
の
協

力
を
得
て
講
座
を
開
催
し
、
講
座
の
最
終

回
に
、
ま
と
め
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会

な
ど
で
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が
、
日
常

で
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
掛
け
に
つ
な
が

り
、
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
る
か
ら
で
す
。

防
犯
は
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
住
む
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
日
常
生
活

の
中
で
地
域
に
目
配
り
し
て
く
れ
れ
ば
、

そ
れ
が
防
犯
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
の

人
が
、
無
理
な
く
自
然
な
形
で
防
犯
活
動

に
参
加
で
き
る
、
そ
ん
な
仕
組
み
を
作
り

た
い
で
す
ね
。

③
情
報
の
共
有
や
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

現
行
の
不
審
者
情
報
シ
ス
テ
ム
で
は
、

情
報
が
届
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
必

要
な
と
き
、
す
ぐ
行
動
に
移
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
協
議
会
と
し
て
、
警
察
と
学
校

（
教
育
委
員
会
）、
自
主
防
犯
団
体
の
間
で
、

防
犯
に
関
す
る
情
報
を
共
有
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
情
報
が
す
ぐ
に
届
け

ば
、
例
え
ば
、
偶
然
そ
の
情
報
の
地
域
に

居
合
わ
せ
た
人
が
、「
少
し
注
意
し
て
見

て
み
よ
う
」
と
い
う
行
動
を
起
こ
せ
る
な

ど
、
全
市
的
な
見
守
り
活
動
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
防
犯
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

（
横
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
）も
重
要
で

し
ょ
う
。
単
に
情
報
交
換
が
で
き
る
と
い

う
利
点
だ
け
で
な
く
、
隣
接
す
る
区
域
を

交
代
で
見
回
る
な
ど
、
活
動
で
の
負
担
軽

減
や
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
が
で
き
る
可
能
性

も
生
ま
れ
ま
す
。

い
ま
、
各
地
の
見
守
り
活
動
団
体
で
、

人
手
不
足
、
後
継
者
不
足
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
人
は
、
義
務
感
だ
け
で
は
活

動
は
続
き
ま
せ
ん
。
誰
か
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
実
感
が
、
続
け
る
力
に
な
る
の
で

す
。
情
報
が
す
ぐ
に
届
く
こ
と
や
他
の
団

体
と
の
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
は
、
人
を

動
か
す
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

協
議
会
の
役
割

緊
張
感
が
そ
ん
な
に
長
く
続
く
訳
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
続
く
こ
と
が
良
い
と

も
思
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
事
件
か
ら
６
年

が
経
過
し
、
良
く
も
悪
く
も
気
が
「
緩
ん

で
い
る
」
状
態
に
あ
り
ま
す
。
協
議
会
は
、

そ
の
緩
み
を
適
度
に
引
き
締
め
る
機
能
を

担
う
も
の
で
あ
り
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

蒲

蒲

蒲

今
年
５
月
、
大
沢
小
学
校
に
通
う
根
室

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、
試
験
的
に「
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
の
下
校
」
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
初
め
て
付
き
添
い

の
な
い
下
校
を
す
る
子
ば
か
り
で
、
誰
も

が
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

登
下
校
は
本
来
、
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
時
間
で
あ
る
は
ず
で

す
。
大
門
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
登
下
校
さ
せ
た
い
」
と
の
思
い
を
さ
ら

に
強
く
し
ま
し
た
。
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子
ど
も

番
の
家

１１０

危
険
を
感
じ
て
助
け
を
求
め
て
き

た
子
ど
も
を
保
護
し
、
警
察
な
ど
に

連
絡
し
て
も
ら
う
役
割
を
担
う
個
人

宅
や
店
舗
の
こ
と
で
、
目
印
と
し
て

黄
色
の
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。
通

学
路
を
中
心
に
協
力
を
募
り
、
３
月

末
時
点
で
１
、５
１
０
件
の
登
録
が

あ
る
。

を
集
合
場
所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

「
日
ご
ろ
か
ら
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
で
あ
れ
ば
、
本
当
に
困
っ
た
と
き
も
頼

り
や
す
い
と
思
う
の
で
、
今
後
も
で
き
る

限
り
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

子
ど
も

番
の
家

１１０

川
室
の
石
島

い
し
じ
ま

友
枝
さ
ん
は
ク
リ
ー
ニ
ン

と
も

え

グ
店
を
経
営
。
大
桑
小
学
校
の
依
頼
に
応

じ
て
、

数
年
前
、
父
で
あ
る
壽
雄
さ
ん

と
し

お

１０

の
代
か
ら
子
ど
も

番
の
家（
当
時
は
ひ

１１０

な
ん
の
家
）に
登
録
し
て
い
ま
す
。

「
本
当
に
危
険
な
こ
と
は
起
き
て
い
ま

せ
ん
が
、「
道
路
に
犬
が
い
て
通
れ
な
い
」

「
傘
が
流
さ
れ
た
」「
鍵
を
持
っ
て
な
い
の

で
家
に
入
れ
な
い
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

困
っ
た
と
き
に
頼
ら
れ
た
こ
と
が
何
度
か

あ
り
ま
す
」
と
石
島
さ
ん
。
店
の
前
の
狭

い
道
路
上
が
集
合
場
所
で
危
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
登
校
時
に
、
店

お
わ
り
に

取
材
で
お
会
い
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、

子
ど
も
を
守
り
た
い
、
そ
し
て
地
域
を
変

え
た
い
と
い
う
、
熱
い
思
い
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
を
動
か
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
強

く
感
じ
ま
す
。

「
子
ど
も
の
笑
顔
を
守
り
た
い
」
と
誰

も
が
願
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
。
地
域
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
に
加
わ
る
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

登
録
す
る
、
と
い
っ
た
直
接
的
な
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

あ
る
い
は
、
普
段
の
生
活
の
中
で
、
無

関
心
で
い
る
こ
と
を
や
め
る
。
通
勤
の
途

中
や
買
い
物
の
途
中
で
、
子
ど
も
に
、
そ

し
て
地
域
に
少
し
で
も
目
を
向
け
る
。
そ

れ
も
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
第
１
歩
で
す
。

一
人
一
人
の
小
さ
な
１
歩
は
、
や
が
て
地

域
の
安
全
を
守
る
、
大
き
な
力
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。

大
人
た
ち
の
さ
り
げ
な
い
注
意
が
行
き

届
い
た
地
域
の
中
で
、
子
ど
も
が
自
分
た

ち
だ
け
で
登
下
校
し
、
遊
び
に
出
掛
け
る
。

特
別
な
見
守
り
や
付
き
添
い
を
必
要
と
し

な
い
ま
ち
。
そ
ん
な
日
光
市
を
目
指
し
て
、

あ
な
た
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
の
た
め
に
。

警
察
行
政
と
地
域
行
政
の
、
二
面
的

な
立
場
か
ら
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
考
え
た
時
、「
犯
罪
が
な
く
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

一
人
一
人
が
強
い
防
犯
意
識
を
持
っ

て
生
活
す
る
こ
と
は
、
個
人
と
し
て
最

も
重
要
で
す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は

「
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
」
を
築
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
都
会
で
犯
罪
が

多
発
す
る
理
由
は
、
自
己
防
衛
力
は
優

れ
て
い
て
も
、「
地
域
の
和
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

担
当
す
る
防
犯
教
室
で
は
、
園
児
や

児
童
、
生
徒
に
、「
大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
を
し
よ
う
。
元
気
が
い
い
子
ど
も

に
は
、
悪
い
人
は
声
を
掛
け
た
り
し
な

い
よ
。
だ
っ
て
、
大
声
で
騒
が
れ
た
ら

困
る
か
ら
ね
」
と
教
え
て
い
ま
す
。

誰
も
が
明
る
く
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
「
あ
い
さ
つ
通
り
」
が
あ
る
ま
ち
。

誰
も
が
優
し
く
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り

に
関
心
を
持
っ
て
声
を
掛
け
合
っ
て
い

る
ま
ち
。

そ
ん
な
明
る
い
ま
ち
に
、
犯
罪
者
の

魔
の
手
が
入
る
隙
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
地
域
住
民
全
員
が
防
犯
意
識

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

特

集

堀 雅彦
ほり まさひこ

生活安全課副参事

栃木県警察から派

遣されている警部。

誘拐防止を目的とし

た防犯教室を、市内

の保育園や幼稚園、

小学校で実施。




